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第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は「中国青年技術士交流会」と

称する（以降「本会」と略す）．  

（目的） 

第２条 本会は，中国圏域における若手技術

士を中心とする技術者ネットワークを構成

し， 会員相互の能力向上を果たすとともに，

技術士としてその職能をもって広く地域社

会に貢献し，技術士の地位向上を果たすこ

とを目的とする．  

（活動） 

第３条 本会の活動は例会を中心とし，内容

は以下のものを行う．  

・ 実務者である若手技術士による勉強会

の開催  

・ 異分野，異業種をまたぐ複合技術の研究  

・ 科学技術が関わる諸問題に対する情報

交換，意見交換，提言など  

・ 講演会，研修会の企画，開催  

・ 懇親会，親睦会の開催  

・ 日本技術士会中国本部主催行事への協

力  

 

第２章 会員  

（資格）  

第４条 本会への入会資格は中国地方在住

の技術士または修習技術者、もしくは技術

士を目指す技術者で，かつ４５歳以下で あ

ること．ただし，４５歳を越えている者が二

次試験に合格した場合，合格年度を除く３

年以内に限って入会資格を得るものとする． 

また，例外として，本会の運営に際し必要と

認められる者については委員会での議決を

得た上で委員長の承諾後，入会資格を得た

ものとみなす．（入会）．  

第５条 本会への入会を希望する者は，入会

希望の旨を委員長に提出し，受諾後，ＭＬ

（メーリングリスト）に登録することによ

り会員となる．  

（会員の権利）  

第６条 本会の会員は以下の権利を有する．  

・ 例会，総会，臨時総会に参加できる  

・ 技術者同士のネットワークを構築でき

る  

・ 本会を通じて，自己責任のもと能力向上

を果たす  

・ 委員に対して会員が希望する事業を提

言， 提案できる  

（会員の義務）  

第７条 本会の会員は以下の義務を有する．  

・ 技術士法ならびに本規約を遵守するこ

と  

・ 例会などの本会の活動に積極的に参加

し， 自己の能力向上に努めること  

・ 守秘義務に関連する資料の取扱いは会

員各 自の責任のもと厳重に行うこと  

・ 自由闊達な意見を言える雰囲気づくり

に努め，本会の活性化を図ること  

（退会）  

第８条 会員が以下の事項に該当する場合

には退会とみなす．  

・ 会員が退会を申し出た場合で，委員長の

承認を得た場合  

・ 会員が委員の場合は委員会での多数決

で過半数以上の承認が得られた場合  

・ 会員が 45歳を越えた場合  

・ 45 歳を越えたものが合格して入会した

場合で，かつ合格後 3年を経過した場合  

・ 本会、および会員に不利益をもたらすと

され、委員会での多数決で過半数以上の

承認が得られた場合 

・ 会員本人が死亡した場合  

（全般） 

第９条 反社会的勢力の排除 

会員は、次の各号いずれにも該当しないこ

とを表明し、かつ将来にわたっても該当し

ないことを 確約する。 1. 暴力団、暴力

団員、暴力団関係企業、総会屋、社会運動

標ぼうゴロ、政治運動標ぼうゴロ、特殊知 

能暴力集団、その他の反社会的勢力である

こと。 2. 反社会的勢力を利用しているこ

と。 3. 反社会的勢力に関係しているこ

と。 

 

第３章 委員会  

（委員）  

第１０条 委員は日本技術士会会員（準会員

含む）のかつ本会会員の中から委員長が選

定し，日本技術士会中国本部本部長の承認



を得て委員となる．なお，委員の人数は委員

長を含む 12名程度までとし，委員長は必要

に応じて委員補佐を任命することができる．  

（委員長）  

第１１条 委員長は，委員経験者の中から，

立候補または推薦により決定する．委員長

の選挙を行う必要がある場合は，前期委員

の投票によりおこなう．委員長の任命は日

本技術士会中国本部本部長がおこなう．  

 

（委員会）  

第１２条 委員は委員会を構成し，本会の運

営，企画の立案，各種取り決めなどを行う．

また， 会員からの提言，助言を大切に扱い，

組織の自浄能力を保つよう努めること． 

（委員会の議決権）  

第１３条 委員会は以下の事項に関する議

決権を有する．  

・ 委員の退会（委員の過半数の賛成が必要． 

同数の場合は委員長判断とする）  

・ 本規約第４条の例外規定に関する議決  

・ 委員長の選挙  

・ 顧問の推薦  

（任期）  

第１４条 委員ならびに委員長の任期は２

年を基本とする．また，留任可能とする．  

 

第４章 本会の運営  

（総会）  

第１５条 委員会は年に１回，本会の全会員

を含む総会を開催し，本規約の改定等の規

約整備，活動報告，会計報告等に関する議決

をおこなう．総会の結果は日本技術士会中

国本部本部長へ委員長が報告する．  

（例会）  

第１６条 委員会は月１回程度の例会を開

催し，第３条にあるいずれかを実施するこ

と．なお，本会の目的に添う事業への協力は

委員会の承認を得て，例会として認める． 

（臨時総会）  

第１７条 委員長は，必要と判断される場合

には本会の臨時総会を招集し，臨時総会で

議決を実施することができる．  

（会計等）  

第１８条 本会の運営に際して必要となる

資金は，日本技術士会中国本部からの補助

金等による．補助金の収支は，会計担当委員

が監査を行い，委員長に報告すること．第１

９条 委員長は，必要に応じて会員その他か

ら寄付を募ることができる．寄付金の収支

は，原則として会員全員に公開すること． 

なお、例会時等における任意寄付について 

は公開の義務は負わないものとする． 

 

第５章 その他  

（著作権）  

第２０条 本会の活動において発生する発

表原稿等の著作物に関する著作権は一切の

権利を発表者または原著作者に帰属するこ

とを基本とする．ただし，委員会での打合せ

資料等の運営に関わる著作物の著作権は本

会に帰属する．また，本会は第２条の目的に

準じる場合に限り，発表者または原著作者

の承認を得ずに，その著作物を用いて活動

報告を行うことができる．会員はこれを了

承すること．  

（委員の著作権者への留意）  

第２１条 委員は，発表者または原著作者の

著作者人格権を始め，公衆送信権等の諸権

利を本会が侵害することがないよう留意し

て運営すること．  

（会員相互の連絡）  

第２２条 会員相互の連絡はＭＬ（メーリン

グリスト）を基本とする．会員は，ＭＬを用

いて会員相互のコミュニケーションの円滑

化をはかること．なお，ＭＬの利用方法等に

ついては，別途「ＭＬ利用の手引き」に準ず

ること．  

（会員の個人情報保護）  

第２３条 会員の個人情報は個人情報保護

法の考え方に準じて，委員会で厳格に管理

する．  

（免責事項）  

第２４条 会員が本会で活動した結果生じ

た個人，法人のいかなる被害，損害も本会は

負わないこととする．  

 

付則  

本規約は総会の決議を経て改定，変更を行

う．  

平成１７年７月２０日制定  

平成１７年８月 １日施行  

平成１８年６月１４日改定  

平成１９年６月１３日改定  

平成２１年６月１０日改定 

２０２３年５月２０日改定 


